
長
潟
氏

服
部
健
一
さ
ん
面
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
行
っ
て
お
り
、
確
か
に
材
齢
な
く
、
地
域
住
が
あ
っ
て
も
関
係
の
J
I
S
は
会
琢
的
に
レ
ベ
ル
を
目
指
す
と
い・フ
ζ

の
名
前
が
出
た
が
、

ζ
の
初
ろ
、
セ
メ
ン
ト
産
業
が
廃
棄
を
緩
す
いも
圧
縮
強
さ
の
推
良
い
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
感
く
な
い
ゑ
も
思
う
。
た
と
が
必
要
だ
と
尽
吾
、
一

年
間
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
物
・
副
産
物
を
有
効
利
用
し
定
は
で
き
て
い
る
と
恩
フ
。
の
実
験
も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
だ
し
生
コ
ン
の
J
I
Sに
闘
方
で
通
常
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
暖
史
に
お
い
て
、
い
く
つ
て
い
る
去
ほ
世
界
に
勝
れ
一
方
で
混
和
材
と
し
て
の
フ
慈
爾
砂
必
呑
み
に
玄
号
@
の
し
て
は
、
告
の
特
注
品
を
復
古
芯
少
・
話
い
レ
ベ
ル
の

か
警
な
エ
ラ
ク
が
あ
っ
義
範
~
と
雪
。
ラ
イ
ブ
ッ
シ
ュ
は
そ
れ
が
で
で
は
な
く
、
襲
撃
の
自
重
さ
ぺ
嘉
吉
雪
。
も
の
を
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
で

た
。
手
、
花
王
の
服
部
さ

大
門
氏

板
井
君
が
重
き
ず
、
樹
齢
凱
臼
の
賦
建
売
的
な
技
箆
聞
を
少
ル
は
も
っ
と
白

z
b甑
造
実
や
は
な
く
一
般
の
施
工
業
者
で

ん
に
よ
る
高
性
能
減
水
剤
の
穴
に
民
っ
て
霊
~
の
が
例
年
操
を
易
」
か
ら
で
な
い
介
函
飽
め
て
も
良
い
と
胤
っ
て
い
品
質
管
一
四
の
手
法
、
品
質
の
も
組
事
え
る
去
迂
方
向
を
自

開
路
一
が
あ
り
、
を
J

一
つ
は
で
、
間
座
名
を
「
社
会
環
境
荷
で
窓
な
い
と
と
が
m
夏
の
る
.
そ
の
方
が
、
我
が
国
の
検
査
方
法
は
制
定
す
る
も
の
指
す
ベ
必
吃
と
思
ヨ

デ
ン
カ
(
当
時
は
健
保
化
倣
-
M料
」
に
改
め
た
。
そ
れ
か
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
.
技
術
レ
ベ
ル
の
雫
か
に
有
の
、
つ
く
る
も
の
は
脚
入
者
友
濁
氏

往
コ
ン
の
J
I

エ
患
の
小
喜
一
一
吉
ん
に

2
5で、
セ
メ
ン
ト
が

友

雲

日
本
の
憶
力
築
裂
~
与
え
る
・
と
純
明
レ
て
自
由
に
決
-
め
る

S
の
厄
装
に
は
重
度
コ

よ
る
膨
授
の
興
事
げ
?
な
開
講
・
副
議
を
躍
フ
ラ
イ
プ
ッ
シ
ュ
の
仰
霊
毘
セ
メ
ン
ト
や
コ
と
い

2
2ト
K-方
選

ン

ク

リ
l
ト
も
呼
び
強
度
刊

ら
れ
る
。
高
性
情
減
水
剤
は
原
料
や
燃
斜
と
し
て
活
用
効
利
用
に
対
す
@
取
灼
絡
み
ン
ク
リ
1
ト
関
係
の
J
I
S
い
と
型
J

。
笠
手
仇
ば
、

3
印
一
が
規
定
さ
れ
て
い
る
・

今
日
の
高
性
能
な
コ
ン
ク
リ
し
、
街
瑚
剖
蒋
益
出
翼
に
骨
商
務
関
が
伊
比
足
り
な
い
よ
う
制
定
・改
正
に
ζ
れ
ま
で
閲
超
高
強
度
コ
ン
ク

υlト
も
た
だ
し
実
際
め
現
場
で
湯
舟

l
ト
の
実
現
に
不
可
欠
な
材
与
す
ベ
虫

E
考
え
て
研
究
を
に
廠
じ
て
い
る
。
ォ
ヨ
ン
ダ
わ
っ
て
章
、
原
案
作
成
段

J
I
S化
で
怠
る
。
附
入
者
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
な

料
で
あ
り
、
開
先
当
時
は
悠
進
め
て
岱
走
。
当
初
は
製
造
の
石
炭
火
力
発
四
刷
所
で
は
階
で
は
生
産
省
と
踊
入
者
、

が
使
い
た
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト

い
。
多
く
の
盟
築
物
で
使
用

銘

伊

慈

合

り

た
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固

に

と

す

る

生

コ

ン

の
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精

進

っ
て
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き
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発
明
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と
思
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控
撃
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決
め
て
い
る
。
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う
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膨
張
程
芸
技
術

世
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1
る

語

長

淘

舌

司

法

凋
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ん

長

耐

震
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者

支
え
と
し
た
も
の
だ

ιι
Eタ
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日
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4
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d
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E円以
宰
ヌ
舟
守

、
Y
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Y
氏

た
も
の
主
っ
て
い
る
が
、

が
、
我
が
閣
の
央
情
に
あ
め

白

，

.

ー

i
z

私
と
し
ず
ほ
耐
久
性
の
観
点

鉱
山
必
至

生
コ
ン
J
I
S
、
特
注
品
復
活
を
場

パ
刊
誌
鉱
山

セ
メ
ン
ト
に
関
し
て
富
え

.

v

r

N

で
あ
れ
ば
構
造
的
に
は

ば
、
襲
鹿
禁
物
・
副

語

、
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A
三
事
↑
乙
手
』
日
リ
二
弓
三

P
大
国
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呼
ぴ
強
度
目
震
の
生
コ
ン

諸
餅
鮮
民
刈

寸
さ
な
工
事
も
技
符
向
上
望
む
ギ

託
部
見
詰

ン
ト
工
場
で
粘
之
代
替
初
料

.

ス
伊
箭
裂
し
呼
ぴ
強
皮
切
の

と
し
て
有
効
利
用
す
皐
務
省
側
に
も
m
誌
が
あ
っ
た
様
々
な
右
剛
容
使
用
し
て
い
申
立
者
と
が
パ
ヨ
ン
ス
を
取
を
J
I
S品
と
し
て
出
警
告
ン
を
驚
し
て
き
い

持
争
ょ
が
っ
た
当
時
、
セ
メ
が
、
い
ま
長
潮
先
生
が
紹
介
る
が
、
鈴
生
す
る
フ
ヨ
イ
ア
っ
た
中
で
臨
除
し
て
い
る
。
き
る
よ

2
ト
レ
て
惨
レ
い
。
な
Y
戸
予
べ
き
だ
と
思
コ
。

ン
ト
楽
器
最
大
で
も
年
間
さ
れ
芸
撲
を
特
νめ
、
ッ
シ
ュ
の
品
質
を
考
慮
じ
て
た
だ
し
5
年
に
一
度
の
見
直
葉
氏

土
木
工
紛
で
は

大
門
氏

土
木
工
穆
で
も

1
5
0万
JJし
か
受
ザ
人
れ
多
く
の
箆
楽
物

・副
産
物
を
微
粉
炭
に
す
る
際
に
種
々
の
し
に
際
し
て
改
正
す
べ
き
か
発
注
者
の
了
解
が
あ
れ
ば
J

現
場
の
制
約
か
ら
高
強
度
コ

ら
れ
な
い
と
い
・
フ
白
答
だ
っ
セ
メ
ン
ト
の
原
料
や
燃
料
と
石
炭
の
混
合
間
墜
を
行
っ
て
聾
部
に
と
ど
φAVベ
容
か
を

I
S品
で
な
く
て
も
使
嬰
」
ン
ク
リ
l
ト
を
採
一
周
し
た
い

た
。
ア
ル
カ
リ
分
の
制
約
が
し
て
活
用
し
て
い
る
。
い
た
。
そ
己
主
力
を
自
決
・

2
の
は
生
産
者
側
の
団
き
る
。
建
築
む
か
つ
て
は
ケ
l
ス
が
る
ま
う
で
、
本

き
た
め
と
の
ζ
与

~
っ
た

友
濁
氏

セ
メ
ン
ト
エ
湯
本
の
沼
力
会
社
も
す
べ
き
で
体
に
回
績
が
あ
り
、
そ
ζ
は
住
都
公
団
仕
様
が
あ
っ
た
。
釆
は
み
ん
な
が
ち
ゃ
ん
と
勉

が
、
そ
の
後
に
技
襲
撃
』
で
は
粉
末
皮
や
鉱
富
警
は
な
い
だ
会
説
。
少
し
思

29か
も
し
れ
友
震

強
築
」
歯
土
強
し
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
遷

す
す
め
て
今
日
で
は
年
間
7

声
も
っ
と
管
理
し
て
お
り
、

大

門

氏

合
摂
大
学
の
烏
な
い
.
コ
ン
ク
リ
ー
ト
関
係
交
海
大
臣
間
一
審
議
合
υれ
ば
植
に
白
目
的
に
終
わ
な
く
て
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J
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(
2
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1
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度
そ
の
デ
ー
タ
に
蜜
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い
て
セ
居
(
和
之
)
先
生
が
爺
力
業
の
J
I
S改
正
に
誓
~
っ
て

J
I
S品
で
な
く
て
も
自
由
も
、
争
造
皮
は
自
由
に
初

災
轡
の
石
炭
灰
護
人
処
メ
ン
ト
の
語
習
C
の
推
定
界
ゑ
き
込
令
互
懸
命
は
購
入
請
の
窓
口
品
主
く
に
使

2
と
が
で
き
。
し
望
選
択
で
さ
ま
定
な

現
じ
て
い
る
。
一
方
で
フ
-
フ
も
か
な
り
高
精
度
に
で
き
に
取
り
組
令
』
い
る
.
亀
宅
お
り
、
コ
ン
ク

υlト
が
基
琢
貧
怒
ら
余
り
を
良
い
.
鰻
姦
の
盃

イ
プ
ッ
シ
ュ
セ
メ
ン
ト
や
混
よ
う
に
な
っ
て
密
て
い
や
と
で
閑
織
の
取
的
組
み
が
行
わ
関
係
の
J
I
Sに
関
し
ず
ほ
外
れ
た
も
の
は
飽
定
ゆ
得
る
工
事
だ
け
で
な
く
、
と
れ
か

混
と
し
て
の
フ
ラ
イ
ラ
嬰
J.

・

れ
安
民
い
急
コ
。
セ
メ
わ
り
負
く
で
き
て
い
き
の
が
雌
し
い
い
雲
、
在
、
身
の
号
の
小
さ
な

シ
ュ
の
活
用
が
臼
奈
ほ
め
憲
民
セ
メ
ン
ト
工
場

ン

ト

の

使

い

方

は

、

ヂ

レ

尽

之

大

門
氏

高
盟
コ
ン
ク
エ
窃
の
筏
術
レ
ベ
ル
も
向
上

品
約
話
抽
ん
で
い
な
い
と
い
う
は
原
料
欄
製
も
自
分
た
ち
で
も
会
薗
一
初
で
あ
る
必
要
は
喜
輝
氏

コ
ン
ク

υlト

υ1ト
は
さ
ら
に
高
い
強
度
し
て
ほ
し
い
.
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ン
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Z務
大
学
時
住
研
究
し
た
が
、
般
計
段
警
は
現
場
訂
訴
求
め
、
部
初
の
密
化
も
進
葉
少
な
く
な
っ
て
い
る
.

蓮
め
て
さ
た
中
で
、
老
朽

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
書
作
業
前
提
議
ぎ
と
な
っ
て
お
め
て
い
る
。
を
に
役
人
は
ほ
え
ど
診
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